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論文内容の要旨

本論文は，微細結晶粒を有する 2 相ステンレス鋼の引張・疲労などの機械的性質の特異性を，鋼を構

成しているオーステナイト，フェライト各相の微視的変形挙動に着目する乙とによって検討し， ミクロ

とマクロの変形挙動の関連を明らかにする乙とを主な目的としており， 8 章からなっている。

第 1 章は序論であり 2 相ステンレス鋼に関する乙れまでの研究成果を略述するとともに，本研究の

目的と意義について述べている。

第 2 章では，種々の熱処理を施した 2 相ステンレス鋼の引張および衝撃特性を検討し，母相であるフ

ェライト相での変態による微視的組織変化が機械的強度特性を支配していることを示し，延性や靭性確

保lと対してオーステナイト相が重要な役割を担っている乙とを明らかにしている。

第 3 章では， 2 相ステンレス鋼中の 2 相は，互いに強度に対する温度依存性が異なる乙とに着目して，

77 Kから 1273 Kまでの温度範囲における引張特性を検討し，各相の変形挙動に及ぼす影響を微視組

織的ならびに速度論的に考察している。

第 4 章では，第 2 章，第 3 章で得られた結果を基礎にして， 2 相ステンレス鋼の引張変形過程中の変

形様式や変形機構を， x線フ。ロファイノレのフーリエ解析と透過電子顕微鏡観察を通じて検討し，マクロ

的挙動とミクロ的挙動との関連を明らかにしている。

第 5 章では， 2 相ステンレス鋼の疲労強度に及ぼす種々の組織的な要因，あるいは相応力などの力学

的要因について検討し，疲労強度は主にフェライト相の組織や強度特性に影響されていることを示して

いる。

第 6 章では，第 5 章で得られた結果に基づいて，疲労の微視亀裂の発生過程を透過電子顕微鏡を用い
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て内部組織変化と表面形態の変化から詳細に検討し，鋼中に微細に分散して存在するオーステナイト相

では，その結晶粒径がフェライト相より小さいため疲労破壊の起源となる亀裂は発生せずI 2 相ステン

レス鋼の疲労限度はフェライト相での亀裂を発生する臨界応力に対応することを明らかにしている。

第 7 章では，実用的な見地から 2 相ステンレス鋼の腐食疲労挙動を調べ，疲労亀裂の発生について電

気化学的に，また疲労亀裂の伝播については速度論的に考察している。

第 8 章は総括であり，得られた主要な結果を列記している。

論文の審査結果の要旨

本論文は機械的性質の優れている Fe-Cr-Ni 2 相ステンレス鋼の変形挙動を透過電子顕微鏡と

X線回折を利用することによって詳細に調べたものである。その主な結果を要約すると，

(1) 2 相ステンレス鋼の組織の不安定性に着目し，引張および衝撃特性に及ぼす種々の熱処理と試験温

度の影響を調べ，その結果，強度はフェライト相に，延性はオーステナイト相に強く依存していること

を微視組織観察を通じて明らかにしている。

(2) 微細結晶粒組織である 2 相ステンレス鋼の引張変形挙動を X線プロファイノレのフーリェ解析を応用

する乙とによって検討し，オーステナイト相とフェライト相とは変形の際，ひずみ一定様式をとるこ

とを明らかにし，さらに透過電子顕微鏡組織観察結果と比較検討の上 X線プロファイル解析の有用

性を示している。

(3) 疲労挙動については，オーステナイト，フェライト各相の疲労過程中の下部組織と表面形態の変化

について微視的な立場から詳細な観察を行ない その結果 2 相ステンレス鋼の結晶粒の微細である乙

とが，優れた疲労強度を示す理由であり，フェライト相内で亀裂が発生する臨界応力が疲労限度とな

ることを見出している。

以上のように本論文は，複合材料であり， しかも微細結晶組織を持つ 2 相ステンレス鋼の変形挙動に

関して多くの新しい知見を与えており，その成果は金属材料工学上貢献すると乙ろが大きい。よって本

論文は博士論文として価値あるものと認める。
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